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インタラクティブ画面
Web Panel オブジェクト
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Web パネルは GeneXus が提供する最も多目的に利⽤できるオブジェクトです。

いくつかの例で⾒てきたように、Web パネルには、Web ページのデザインを可能
にする Web フォームがあり、さまざまな機能を提供できるようになっています。

例では、Web フォームに含める変数にユーザーが値を割り当てられることを示して
います。これは、変数が⼊⼒コントロールであり、読み取り専⽤ではないという意味
です。

Web Panel オブジェクト

• 柔軟性に優れた Web 画面を実装
• 例:

インタラクティブ画面/Web パネル

変数: ⼊⼒コントロール
(読み取り専⽤ではない)
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例: Web パネル内の変数

インタラクティブ画面/Web パネル

Country
テーブル

具体的には、ダイナミック コンボ ボックス タイプの上図の変数では、コンボボッ
クスにロードされる選択肢の中から国を 1 つ選択することがユーザーに求められ
ます。[国別の観光名所リスト] ボタンをクリックすると、関連付けられているイベ
ントが実⾏され、その国の観光名所リストを含む PDF ファイルが呼び出されます。

ここで、データベースは、コンボボックスに値をロードするためだけにアクセスされ
ます。
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これらの変数では、ユーザーが観光名所名の範囲を⼊⼒し、もう 1 つのボタンを
クリックすると、パラメーターで指定された範囲内の観光名所リストを示す PDF 
ファイルが呼び出されます。

例: Web パネル内の変数

インタラクティブ画面/Web パネル
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[Layout] について思い出してください。[Source] では、データベースへの問い合わ
せに For each を使⽤し、名前（ふりがな）でフィルタリングしました。

これらの問い合わせは、なぜユーザーがフィルタのデータを⼊⼒する画面で直接定義
するのではなく、PDF リストを通じて定義しているのでしょうか。

例:

インタラクティブ画面/Web パネル

プロシージャー
オブジェクトではなく、
Web パネルで、
この PDF リストを
実装できるか?



574

データベースに問い合わせできるように Web パネルを変更する

インタラクティブ画面/Web パネル

観光名所のグリッド
≒

ここに、ボタンではなく観光名所を示すグリッドを追加したらどうでしょうか。

グリッドの明細⾏は、各観光名所を示すプリントブロックのようにします。
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Web パネル: データベースに対する対話形式の問い合わせ

インタラクティブ画面/Web パネル

Web パネル内の
項目属性は
出⼒項目属性: 
読み取り専⽤

Web パネルでは、ボタンにプログラミングされているアクションで使⽤する変数を
定義できるだけでなく、データベースに対する対話形式の問い合わせを実装できます。
むしろ、これが Web パネルの主な目的です。

「対話形式 (インタラクティブ)」とは、ユーザーが Web ページで多くの異なる値を
変数に⼊⼒し、その⼊⼒された値と⼀致するデータをデータベースに照会し、それら
をフィルタとして使⽤できることを意味します。詳しくは後述します。

ここで、この Web パネルを別名で保存します。WorkWith パターンの Selection に
似たものを実装するので、名前を WWAttractionsFromScratch にします。

ボタンと、対応するイベントは不要になったので削除します。変数の下に、グリッド
タイプのコントロールを挿⼊します。

ダイアログボックスが開き、グリッドの列として使⽤する項目属性や変数の選択を求め
られます。PDF リストと同じ内容を表示するので、AttractionId、AttractionName、
CountryName、AttractionPhotoの各項目属性を選択します。
その後、[OK] をクリックします。これらの列を含むグリッドが作成されます。列⾒
出しを変更するには、グリッドの列を構成する各項目属性のプロパティを編集します。

Web パネルフォーム内の項目属性は、既定で出⼒項目属性になります。つまり、項目
属性は読み取り専用です。このため、GeneXus では、項目属性の値をデータべース
で検索し、ユーザーに表示する必要があることを理解します。
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F5 キーを押して現時点の Web パネルを実⾏します。

すべての観光名所について、指定したデータ (番号、名前、国、写真) が出⼒されます。
また、AttractionId の順序になっていることも分かります。

インタラクティブ画面/Web パネル

F5

Web パネル: データベースに対する対話形式の問い合わせ
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標準グリッドに指定された項目属性に基づき、GeneXus は各観光名所の国情報を取
得するために、Attraction テーブルにナビゲートした上で、Country にアクセスす
ることが必要なことを理解します。

この問い合わせは、For each コマンドから Order 節と Where 節を取り除いたもの
と同じです。

グリッドのプロパティの 1 つに [Base Trn] があります。このプロパティは For 
each コマンドのベーストランザクションに似ています。グリッドにおいて Attraction 
がベーステーブルとして選択されることを確実にするには、開発者は For each コマ
ンドのようにベーストランザクションを指定する必要があります。

項目属性を含むグリッドは For each コマンドと同等

インタラクティブ画面/Web パネル

ベーストランザクション

=
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項目属性を含むグリッドは For each コマンドと同等

インタラクティブ画面/Web パネル

Order

また、グリッドには [Order] プロパティがあります。このプロパティは For each
コマンドの Order 節に相当します。

たとえば国名順にする場合、[Order] プロパティに CountryName 項目属性を⼊⼒
します。
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項目属性を含むグリッドは For each コマンドと同等

インタラクティブ画面/Web パネル

ダイナミックコンボを
ロードするナビゲーション

グリッドの
ベーステーブル

F5 キーを押すと、グリッドが国名順になっていることが分かります。

この Web パネルのナビゲーションリストは、&CountryId 変数のコンボボックスを
ロードするために⾏う必要があるナビゲーションを示しています。これは今まで使⽤
してこなかったものです。

また、ここでは、グリッドのロードに必要なナビゲーションも示しています。この
ナビゲーションは、For each コマンドと同じです。Attraction テーブルがベース
テーブルに選択され、CountryName ([Order] プロパティの項目属性) 順に処理
します。この問い合わせでは、テーブル全体を処理し、Attraction テーブルの各レ
コードはロードされ、観光名所の CountryName を表示するために Country テー
ブルにアクセスします。



580

グリッドデータのフィルタリング

インタラクティブ画面/Web パネル

F5フィルタの条件

ここまでで、変数については何も⾏っていません。しかし、変数は、グリッドに表示
するデータを国別または観光名所名別にフィルタリングするために使⽤するつもりで
した。

AttractoinsList では国別にフィルタリングしました。このフィルタをグリッドに指定
するにはどうすればいいでしょうか。[Conditions] プロパティを使⽤します。
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コンボボックスの初期値は「アメリカ」で、グリッドにはアメリカ国内の観光名所の
みが表示されます。

「フランス」を選択すると、画面が再表示され、グリッドが再びロードされ、今度は
フランス国内の観光名所が表示されます。

グリッドデータのフィルタリング

インタラクティブ画面/Web パネル

初期表示

操作後
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グリッドデータの条件付きフィルタリング

インタラクティブ画面/Web パネル

値: 「(なし)」

コンボボックスは、最初は値が選択されていない状態で開き、すべての国の観光名所
を表示するとします。

そのためには、コンボボックスのプロパティを編集し、[Empty Item] プロパティを
[True] に設定します。このようにすると、コンボボックスに「(なし)」オプション
が追加されます。このオプションは空の値に対応します。
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グリッドデータの条件付きフィルタリング

インタラクティブ画面/Web パネル

F5条件付き条件

[Conditions] プロパティを開き、コンボボックスの値が空ではないときにのみこの
条件を適⽤するように指定します。空の場合は条件を適⽤しません。
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実⾏します。

コンボボックスに「(なし)」の値が表示されます。この場合、観光名所にフィルタが
適⽤されず、すべてが表示されます。

ここで、たとえばフランスを選択すると、変数の値が空ではないため、フィルタが
適⽤され、フランス国内の観光名所が表示されます。

グリッドデータの条件付きフィルタリング

インタラクティブ画面/Web パネル
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このフィルタに、観光名所名（ふりがな）のフィルタも追加する必要があります。For 
each コマンドで 2 つの Where 節を使⽤していたフィルタは、グリッドでは、
[Conditions] プロパティを使って追加します。

AttractionFurigana は、ユーザーがフォームの &AttractionNameFrom 変数に⼊⼒
する値以上である必要があります。このフィルタも、ユーザーが変数に値を⼊⼒して
いない場合には適⽤しません。そこで When 節を使⽤します。なお、この節は、
Grid の [Conditions] プロパティに限らず、For each コマンドの Where 節でも
同じように使⽤できます。

もう 1 つ &AttractionNameTo のフィルタも追加します。

複数の条件でグリッドデータをフィルタリング

インタラクティブ画面/Web パネル

F5
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ソート条件による検索の最適化

インタラクティブ画面/Web パネル

条件付き順序

ユーザーが国を選択した場合、CountryId 順で並べ替えた上で第 2 ソートキーに
AttractionFurigana 順で並べ替えるよう Web パネルに指示します。ユーザーが国を未
選択の場合は AttractionFuriganaで並べ替えます。
これは、テーブルレコード検索の最適化を意図しています。

この実装を⾏うには、グリッドの [Order] プロパティを編集して、コンボボックス
でユーザーが国を選択しているかどうかを条件とし、国番号、観光名所名の順で指定
します。国を選択している場合、データはその国によってフィルタリングされ、その
国内の観光名所が観光名所名順で表示されます。ユーザーがコンボボックスを空
(「(なし)」値) のままにした場合、AttractionFuriganaが、ソート順に利⽤される
ようにします。

ここでは詳細は省きます。ここでこの説明をした目的は、グリッドのソート順にも
条件を指定できることを示すことでした。For each コマンドの場合でも同様です。

実⾏します。AttractionFurigana順になりました。フランスを選択すると、フランスの
国番号順のインデックスが利⽤されフィルタリングされた上で、
AttractionFurigana順になります。

まとめると、観光名所は常に五十音順で表示されます。

フランスの観光名所の中で あ 〜 そ のものを⾒る場合、[Conditions] プロパティに
追加した 3 つの条件によるフィルタリングが⾏われてグリッドにロードされます。
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まとめ

インタラクティブ画面/Web パネル

For each≒ 拡張テーブル

ベース
テーブル

≒For each
Order
Where

Web パネルを実装しました。ユーザーが値を⼊⼒するいくつかの変数に加え、項目
属性を含む Grid コントロールを挿⼊しました。

項目属性はデータベース内の情報に対応するので、GeneXus は、検索が必要である
ことを理解します。項目属性を含むグリッドは For each に似ており、For each の
場合と同様に、検索するテーブルのトランザクションレベルを指定する [Base Trn] 
プロパティがあります。このテーブルをグリッドのベーステーブルと言います。For 
each コマンドを使⽤する場合と同じように指定しなかった場合、使⽤されている
項目属性に基づいて GeneXus が推測します。ただし、このような場合についてここ
では取り上げません。

For each コマンドの場合と同様に、グリッドの項目属性はすべて、ベーステーブル
の拡張テーブルに属している必要があります。For each では、Order 節を使⽤して
データの順序を指定し、1 つまたは複数の Where 節を使⽤して、問い合わせによっ
て返されるデータをフィルタリングします。グリッドで同様の処理を⾏うには、それ
ぞれ [Order] プロパティと [Conditions] プロパティを使⽤します。
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イベント

Start/Refresh/Load
コントロールイベント
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For each コマンドでは、条件を満たす各レコードの処理をメインのコードとして
プログラミングできました。
たとえば、観光名所のリストでは、Print Attractions コマンドで明細⾏の出⼒を指示
します。これに対して、グリッドの場合、この処理は⾃動的に⾏われるので指定する
必要がありません。

しかしながら、Grid メインのコードにプログラミングが必要になるケースがあります。
たとえば、旅⾏代理店と提携している提携先を記録する Supplier トランザク
ションがあるとします。

このとき、プロシージャーオブジェクトとして実装する観光名所のリストでは、各観
光名所に関連付けられている提携先数も表示するとします。そのためには、
数値変数 &SupplierQty を定義し、For each コマンドの本体で
(For each コマンドが、処理しようとしているベーステーブルのレコードに
位置付けられているとき)、その観光名所を扱う提携先を数えた結果を

割り当ててから、その変数をプリントブロックに含めて実装します。

PDF プロシージャーグリッドのロード: Load イベント

インタラクティブ画面/Web パネル

For each
<メインのコード>

endfor

&SupplierQty = Count(SupplierName)
Print Attractions
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グリッドのロード: Load イベント

インタラクティブ画面/Web パネル

For each
<メインのコード>

endfor

Web パネル内?

Event Load
<コード>

endevent

PDF プロシージャー

≒

&SupplierQty = Count(SupplierName)
Print Attractions

⼀方、Web パネルで同じ処理を⾏うには、グリッドを右クリックし、[項目属性/変数
を挿⼊] を選択します。タイプ Numeric(4,0) で &SupplierQty 変数を作成し、グリッ
ド内の適切な位置まで移動します。
これは、プロシージャーオブジェクトにおける変数のプリントブロックへの挿⼊に該当
します。
ここで、計算方法はどのように指定すればいいでしょうか。For each コマンドの場合、
For each と Endfor の間の <メインのコード> で⾏いました。この場合はどこで指定す
るでしょうか。

そのために、システムイベントの 1 つに Load イベントがあります。
このLoad イベントで、グリッドのベーステーブルの各明細⾏がグリッドにロードされる
直前に実⾏する処理をプログラミングします。

ここでは、&SupplierQty 変数に値を割り当てます。

グリッドのベーステーブル内でフィルタリングの条件を満たすすべてのレコードに
ついて、明細⾏がグリッドに追加される直前に Load イベントが⾃動的に実⾏され
ます。
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インタラクティブ画面/Web パネル

AttractionId AttractionName CountryId CityId …

1 ルーブル美術館 2 1

2 万⾥の⻑城 3 1

3 エッフェル塔 2 1

新しい
明細⾏

SupplierAttraction
SupplierId*
AttractionId*

Event Load
&SupplierQty = Count(SupplierName)

endevent

式のベーステーブル: 

スライドの Load イベントの実装により、Load イベントが実⾏されるときは、
ベーステーブルとその拡張テーブルの各レコードが処理されます。ここでインライン
Count(SupplierName)は (すべての提携先のレコードをカウントせずに) これから
グリッドにロードしようとしている Attraction レコードの AttractionId と⼀致する
SupplierAttractionテーブルのレコードのみをカウントします。

【補足】SupplierName 項目属性は Supplier テーブルに属していますが、
GeneXus は、式のベーステーブルとして Supplier テーブルではなく
SupplierAttraction テーブルを選択します。
詳細は省きますが、SupplierName は Attraction テーブルの関連がある
SupplierAttraction の拡張テーブルに含まれます。
GeneXus は、データの関連付けが可能なテーブルを探しました。
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前ページまでで説明したことを GeneXus で実装します。Supplier トランザクションは
作成済みです。
Web パネルの [Events] エレメントに移動します。コンボボックスに、
事前定義済みのイベントが表示されます。これらは、特定の時点で実⾏されるシステ
ムイベントであり、コードをプログラミングできるものです。

そのシステムイベントの 1 つが Load イベントです。ここで、Attraction テーブル
の明細⾏をグリッドにロードする前に実⾏する処理をプログラミングします。
実⾏します。
次に、グリッドに表示されている観光名所を取り扱う提携先の総数の表示を検討し
ます。この列の値の合計の表示です。

【補足】変数&SupplierQtyのディスクリプションを「提携先数」としています。

デモ

インタラクティブ画面/Web パネル

F5

提携先総数: 5

グリッド外の
変数に総数を表示



593

変数が表示する値を計算する効率的な方法として、グリッドに明細⾏をロードするた
びに、その⾏の &SupplierQty 変数の値を、その時点での &TotalSupplierQty
の値に加算します。

つまり、Load イベントで &SupplierQty の値を計算後、&TotalSupplierQty に、
その時点で含まれる値に &SupplierQty 変数の値を加算した値を割り当てます。

インタラクティブ画面/Web パネル

グリッド外の変数を使⽤した総数の計算
AttractionId AttractionName CountryId CityId …

1 ルーブル美術館 2 1

2 万⾥の⻑城 3 1

3 エッフェル塔 2 1

&TotalSupplierQty

&SupplierQty

0

2

2
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2 ⾏目をロードするとき、&SupplierQty の値が計算されます。&TotalSupplierQty に
は以前の値が含まれ、この値に &SupplierQty 変数の値が加算されます。
以後、同様です。

最後の明細⾏がロードされると、&TotalSupplierQty 変数が必要な値になります。

インタラクティブ画面/Web パネル

グリッド外の変数を使⽤した総数の計算
AttractionId AttractionName CountryId CityId …

1 ルーブル美術館 2 1

2 万⾥の⻑城 3 1

3 エッフェル塔 2 1

&TotalSupplierQty

&SupplierQty

0

2

2

1

3
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実⾏してみます。

2 つのことが分かります。まず、総数が正しく計算されています。次に、この値は
変数であるため、ユーザーが値を変更できる⼊⼒方式になっていますが、これでは
意味がありません。そこで、最初にこの変数を読み取り専⽤に設定します。

そのためには、フォーム内で変数をクリックし、[ReadOnly] プロパティを [True] 
に変更します。

(&SupplierQty も変数ですが、何もしなかったのに読み取り専⽤として表示され
たことが不思議かもしれません。どのイベントも明細⾏レベルでプログラミングされ
ない場合、グリッドの変数は常に読み取り専⽤になります。)

ここで、たとえばフランスでフィルタリングするとどうなるかを⾒てみます。

総数が 4 ではなく、9 と表示されます。これは、以前に表示されていた値 5 に、
現時点で表示されているはずの 4 が加算された値です。なぜ、このようなことに
なったのでしょうか。

インタラクティブ画面/Web パネル

試⾏

フランスで絞り込んだときに、
4 ではなく 9と表示されるの
はなぜか?

初期表示 フランスで絞り込み
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インタラクティブ画面/Web パネル

Refresh イベント

システムイベントの 1 つ

発生タイミング: 
• DB で検索する直前
• Load イベントの前段階

Load (6 回)

Refresh (1 回)

Start (初回のみ)

フィルタ変数を 1 つ変更した後、Web パネルにグリッドが再びロードされたた
め、データベース内の Attraction テーブルに対して再び問い合わせが実⾏され、
フィルタの条件を満たすすべてのレコードについて Load イベントが実⾏されま
した。
問題は、グリッドのロードを開始する前に &TotalSupplierQty 変数をゼロにリ
セットしていなかったことです。

これはどこで⾏えばいいでしょうか。それは Refresh イベントです。リセット
を⾏い F5 キーを押します。

提携先の総数は読み取り専⽤になっています。この Web パネルを初めて実⾏す
るとき、3 つのイベントが順番にトリガーされます。Start イベントは、Web 
パネルが初めて開くときにのみ実⾏されます。Refresh イベントは、変数をゼ
ロに設定します。Load イベントは、グリッドにロードする⾏の数だけ実⾏され
ます。この例では、6 回でした。
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インタラクティブ画面/Web パネル

Refresh イベント

• フィルタに関連する変数の値を変更すると、
Refresh イベントと Load イベントが再びトリガーされる
(Start イベントはトリガーされない)。

Refresh (1 回)

Load (2 回)

国、たとえばフランスでフィルタリングすると、提携先数が正しく計算されます。

フィルタに利⽤する変数の値を変更すると、Refresh イベントが再びトリガー (これ
に伴い &TotalSupplierQty 変数がゼロにリセット) されます。次に、データベースにア
クセスしてレコードがフィルタリングされ、グリッドに再びロードされます。
このグリッドにロードする過程で、フィルタされたフランス国内の観光名所ごとに
Load イベントがトリガーされます。
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パターンの Work With Attractions エレメント

インタラクティブ画面/Web パネル

データに
対する
アクション: 
観光名所の
挿⼊、
更新、
削除

TrnMode ドメイン: 

ここまでで実装した Web パネルを⾒ると、WorkWith パターンを Attraction トラ
ンザクションに適⽤して作成したオブジェクトに似ていることが分かります。

当然、このオブジェクトは Web パネルでした。

最も興味深い点として、WorkWith では、グリッドデータのフィルタリングができ
るだけでなく、データに対してアクションを実⾏できます。たとえば、観光名所の
挿⼊、更新、削除が可能です。

このために、パターンはグリッドの明細⾏レベルで 2 つのコントロール (更新、削除) 
を挿⼊し、別のコントロール (挿⼊) をグリッド外に挿⼊しました。このいずれの
場合も、各コントロールに対応するアクションでは、Attraction トランザクション
を呼び出し、データの追加、更新、削除のためにモードをパラメーターとしてこの
トランザクションに送信します。更新と削除については、グリッドの各明細⾏に対応
するため、観光名所の識別⼦を 2 番目のパラメーターとしてトランザクションに送
信することで、該当する観光名所を更新または削除する画面を開くことができます。
グリッド外の Insert コントロールについては、2 番目のパラメーターとして 0 が
送信されます。INS (挿⼊) モードの観光名所は⾃動採番されます。

上記のとおりパラメーターを受け取るため、パターンで Attraction トランザクション
が変更され、Parm ルールなどが追加されました。⾒てのとおり、2 つの変数を受け
取ります。&Mode 変数は 3 文字のトランザクションの標準変数で、TrnMode 列挙
型ドメインに示す 4 つの値のいずれかを受け取ります: 挿⼊ (INS)、更新 (UPD)、
削除 (DLT)、表示 (DSP)。

4 つの値のいずれかを受け取ると、トランザクションはどのモードで開くのかが分か
ります。

また、2 番目のパラメーターとして、更新、削除、表示する観光名所番号を
&AttractionId 変数として受け取ります。
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この章で扱っていた Web パネルに、このいずれかのアクションをトランザク
ションに実装します。たとえば、更新の場合を考えます。データに対するアク
ションの例を示します。

グリッドにコントロールを挿⼊する必要があります。パターンの場合では、
updateという文字変数を挿⼊し、実⾏時に表示する「更新」というテキストが
割り当てられています。⼀方、この Web パネルでは画像を挿⼊するので、素材
となる画像をまず、ナレッジベースに挿⼊します。名前を updateIcon にしま
す。

画像挿⼊後、Web パネルに戻り、ツールボックスの [項目属性/変数コントロー
ル] をグリッドの最後の列にドラッグしてください。新しい変数を、文字ではな
く Image 
タイプで &Update として定義します。[Title] プロパティを削除して列⾒出し
として表示されないようにし、ナレッジベースに挿⼊した画像を変数にロードし
ます。
これはどこで⾏えばいいでしょうか。
画像がグリッドの明細⾏ごとに変わる場合は、Load イベントを使⽤します。た
だし、ここでは画像は変化せず、どの明細⾏でも同じであるため、Web パネル
が開くときに 1 回だけ実⾏される Start イベントでの実⾏が適切です。

この画像にイベントを関連付け、ユーザーが画像をクリックしたらイベントがト
リガーされ、コードが実⾏されるようにします。このコードで Attraction トラ
ンザクションを呼び出します。
これには、いくつかの方法があります。1 つの方法として、&Update 変数コン
トロールの Click イベントを使⽤します。
この場合、ユーザーがある明細⾏の画像をクリックすると、このイベントに⼊⼒
したコードが実⾏されます。ここで Attraction トランザクションを呼び出すこ
とができます。Update モード、つまり TrnMode 列挙型ドメインのUpdate 値
と、クリックされたグリッドの明細⾏の AttractionId の値を渡します。

グリッド明細⾏の更新アクション

インタラクティブ画面/Web パネル

&Update 変数
(Image タイプ)

画像を
ナレッジ
ベースに
追加
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デモ

インタラクティブ画面/Web パネル

Start
Refresh
Load

実⾏してみます。

最初に、&SupplierQty 変数の列が編集可能になっていることが分かります。
これまでの実⾏時に既に読み取り専⽤になっていたため、明示的に読み取り専⽤
として定義していませんでした。前述のように、グリッド変数は最初は読み取り専⽤
として追加されます。
ただし例外として、イベントがこのように明細⾏レベルで定義されている場合や、
その他の⼀定の条件を満たした場合を除きます。ここでは詳細は省きます。次に実⾏
したときのために [Read only] プロパティを True に設定します。

国、たとえばフランスを選択します。エッフェル塔の隣の更新アイコンをクリックし
ます。更新 (UPD) モードでトランザクションが表示されます。変更を加えます。
たとえば、エッフェル塔をスカイツリーに変更します。
保存します。別の章で適⽤済の Work With パターンによって、呼び出し元に戻る
Return コマンドがトランザクションに追加されているため、Web パネルに戻ります。
この Return コマンドの実⾏時は、初めて Web パネルを呼び出すときと同様に、
Start イベントが実⾏されてから、続けて Refresh イベントと Load イベントが、
ロードされるレコード数に応じた回数だけ実⾏されます。
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非表示化︓グリッドに列を含めることができない場合

インタラクティブ画面/Web パネル

グリッドに含まれる必要が
ある。表示しない場合は
非表示にできる。

AttractionId 項目属性をグリッドに追加していなかったら、どうなるでしょうか。
更新する画像をクリックするとき、パラメーターとしてトランザクションに送信される
AttractionId は何でしょうか。送信できる値がありません。

AttractionId は、明細⾏のロード後にトリガーされる明細⾏レベルのイベントに使
⽤されるため、グリッドから削除することはできません。この時点ではもうデータ
ベースを参照していません。Load イベントによるロードによって、グリッドにはす
べての列の値のみが保存されます。その後のイベントでは、グリッドにロードされて
いるデータに対してのみ機能します。この列をグリッドに表示する必要がない場合は、
非表示にできます。非表示でも存在はします。そのために、[Visible] プロパティの
値を [False] に設定します。
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明細⾏レベルで別のアクションを追加します。ただし、このアクションは、
Attraction トランザクションを呼び出す場合のように、インターフェースを持つ別
のオブジェクトを呼び出しません。
今回は、クリックした明細⾏の観光名所に基づき、その観光名所を特定の
提携先で取り扱うようにレコードを作成することにします。

まず、10 文字の新しい変数 newSupplier をグリッドに追加します。

これを読み取り専⽤に変更します。この変数のラベルとする「新しい提携先」のテキ
ストは、明細⾏によって変わらないので、Start イベントで割り当てます。次に、この
変数の Click イベントを定義します。

ユーザーが [提携先追加] をクリックしたときにどのような処理を実⾏するかを考え
ます。

明細⾏レベルの別のアクション: 明細⾏の再表示

インタラクティブ画面/Web パネル

Character(10)

明細⾏の観光名所を
含む新しい提携先を
データベースに作成
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明細⾏レベルの別のアクション: 明細⾏の再表示

インタラクティブ画面/Web パネル

例として、ここでは、プロシージャーを呼び出してその明細⾏の観光名所番号を渡し、
その観光名所を含む提携先を作成します。

実装には new コマンドを使⽤して、Supplier テーブルと SupplierAttraction 
テーブルにそれぞれレコードを直接作成しています。このソリューションは各コマンド
の使⽤方法を示しています。
ただし、より推奨される方法として、Supplier のビジネスコンポーネントを挿⼊に使⽤す
ることもできます (このコースでは、2 レベルのビジネスコンポーネントによるデータ更
新を扱っていませんが、これもシンプルに実装することができます)

Supplier のヘッダーと明細⾏の挿⼊後に、このプロシージャーオブジェクトの 10 ⾏目
では、この観光名所を含む提携先数を計算します。
インライン式は、For each コマンドの外側で (＝メインのコードの内側ではないタイミ
ングで)トリガーされるため、関連する観光名所を扱う提携先をフィルタリングする条件
を明示的に指定する必要があります。

このインライン式の計算結果は、プロシージャーの戻り値とします。&newSupplier
コントロール (変数) の Click イベントから、このプロシージャーを呼び出し、クリック
された明細⾏の AttractionId を渡します。
返されるパラメーターを &SupplierQty 列に表示するために、変数に直接割り当てます。

論理的には、ユーザーが [提携先追加] をクリックすると、[提携先] 列の値が以前
の値に 1 を加算したものになる必要があります。つまり、明細⾏を再表示する必要
があります。
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デモ

インタラクティブ画面/Web パネル

総数は更新されていない。

クリックした結果、
この明細⾏の提携先数
は再表示された。

実⾏してみます。

たとえば、フランスでフィルタリングし、現時点ではどの提携先も扱っていないエッ
フェル塔に注目します。[提携先追加] をクリックします。明細⾏が⾃動的に再
表示されることが分かります。

そして、エッフェル塔を扱う提携先数が表示されます: 1 です。

しかし、総数は再表示されません。2 であるはずですが、値が変わりません。なぜで
しょうか。

&newSupplier 変数に関連付けられている Click イベントのクリック時には、そのコー
ドだけが実⾏されました。
その中でグリッドの変数に値が割り当てられ、明細⾏が再表示されましたが、その明細
⾏だけでした。
Load イベントを含むその他のイベントは実⾏されませんでした。
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このイベントの実⾏時に、グリッドにロードされている提携先の総数を最新の状態に
維持するには、2 通りの方法があります。

1 つ目は、&TotalSupplierQty に 1 を加算する方法です。
プロシージャーはこの観光名所への提携先を 1 つだけ追加したからです。

しかし、将来的にさらに提携先を追加できるようにプロシージャーが変更された場合、
このイベントに合わせて変更を反映する必要があります。

より適切なソリューションは、Refresh イベントと Load イベントを再び実⾏する
ように Web パネルにリクエストする方法です。そのためには、Refresh コマンドを
使⽤します。この場合、グリッドが再びデータベースからロードされます。

Refresh コマンド
• オプション 1

• オプション 2

インタラクティブ画面/Web パネル

Refresh イベントと
Load イベントのトリガー

フォーム全体が再表示される
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まとめ

• Web パネル内のグリッド (項目属性を含む)

インタラクティブ画面/Web パネル

ベーステーブル ≒ For each
Order
Where

Start
Refresh
Load (n 回)

システムイベント

項目属性を含むグリッドを持った Web パネルの場合、GeneXus は、グリッドに
関連付けられたベーステーブル (つまり、グリッドの明細⾏をロードするためにナビ
ゲートするべきテーブル) があることを理解します。ベーステーブル内のレコード
ごとに明細⾏がロードされます。フィルタリングを⾏うには、グリッドの
[Conditions] プロパティ、並べ替えるには [Order] プロパティを使⽤します。
ベーステーブルを持つグリッドは For each と同様です。

Web パネルで実⾏されるシステムイベントではコードをプログラミングできます。
Web パネルが開いたとき、つまり最初の実⾏時に必ずトリガーされるイベントを
3 つ⾒てきました。

• Start は 1 回だけトリガーされます。ここでは、たとえば変数を初期化できます。
• Refresh は画面データの再表示の際にトリガーされます。このイベントに続いて、

データベースへのアクセスが⾏われ、ベーステーブルとその拡張テーブルのデー
タが取得されます。

• Load イベントは、グリッドにロードするベーステーブルのレコードごとに発生
します。このため、明細⾏がグリッドに実際にロードされる前に実⾏する処理は
すべてここでプログラミングする必要があります。グリッドにロードされるデー
タは、グリッドに含まれる表示/非表示の列のデータのみです。

これらのイベントのあと、クライアントサイドの画面には DB から取得された情報
がロードされ、DB との接続は解除されます。
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まとめ

• Web パネル内のグリッド (項目属性を持つ)

インタラクティブ画面/Web パネル

ユーザーイベント/コントロールイベント
Refresh コマンド

Refresh
Load (n 回)

Start
Refresh
Load (n 回)

システムイベント

（重要）RefreshコマンドはRefreshイベントとLoadイベントが発生

⼀方Web パネルでは、最初の実⾏時にトリガーされるシステムイベント以外の
イベントも定義できます。これらのイベントは、Web パネルのロード後に、
必ずユーザー操作の結果としてトリガーされます。
以前の章で定義した Web パネルでも、ボタンにユーザーイベントを関連付けました。

今回のケースでは、画像 (&update) でプログラミングしている Click イベントや、
[新しい提携先] のクリックなどがあります。

これらのイベントをユーザーイベントまたはコントロールイベント (前述の Click 
イベント) と呼びます。
ユーザーがイベントをトリガーするとき、そのコードだけが実⾏され、画面は再表示
されません。唯⼀の例外が、イベントがグリッドの明細⾏レベルで発生する場合です。
&newSupplier では、同じグリッド内の変数 (この例では &SupplierQty) が
コード内で割り当てられます。この場合、変数の値は画面上で再表示され、
更新された値を示します。

再び Refresh を実⾏し、グリッドの明細⾏をデータベースからロードする必要が生じ
たら (たとえば合計⾏数の更新)、イベント内に Refresh コマンドを記述できます。
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補足︓グリッドがない場合

• フォーム内にグリッドを含まないが項目属性を持つ Web パネル

インタラクティブ画面/Web パネル

AttractionId AttractionName CountryId CityId …

1 ルーブル美術館 2 1

2 万⾥の⻑城 3 1

3 エッフェル塔 2 1

ベーステーブル

Parm(in: AttractionId);

1 レコードのみがロードされる

項目属性を持つグリッドを含む Web パネルの例を⾒てきました。ここで、フォーム
内にグリッドがなく、項目属性がある Web パネルの場合を考えます。

Web パネル WWAttractionsFromScratch で観光名所の名前をクリックすると、
その観光名所に関する全データを表示する Web パネルを呼び出すとします。

呼び出し先の Web パネルのフォームに、表示する観光名所の項目属性を挿⼊してい
ます。
また、パラメーターを受け取るための parm ルールを定めています。ここでは、変数
ではなく、AttractionId 項目属性で受け取ることにしました。

この Web パネルが、呼び出し元の Web パネルの AttractionName の Click イベ
ントから呼び出され、明細⾏の観光名所番号が渡されると、GeneXus は⾃動的に
Attraction テーブルにアクセスしてその観光名所番号の観光名所を取得し、その観
光名所について、フォーム内の項目属性に関する情報を表示するように実装します。

まとめると、フォーム内にグリッドがなく項目属性を含む Web パネルにもベース
テーブルがあります。ベーストランザクションがない場合、GeneXus ではどのよう
にこのことを判断するのでしょうか。これについてはこのコースでは説明しませんが、
ベーストランザクションを指定しない For each の場合に似ています。

ただし、ここでは、グリッドがないため、ベーステーブルとその拡張テーブルから
1 レコードだけがロードされます。そのレコードが返されるようにするためのフィルタ
はどこで指定するのでしょうか。

この例では、AttractionId の値を項目属性で受け取ります。ここで、ベーステーブル
から取得するレコードを指定する⾃動フィルタを指定しています。
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等価演算⼦ (＝) 以外の条件を設定する必要がある場合や、項目属性ではなく変数で
受け取った場合は、[Conditions] エレメントでフィルタを設定できます。

補足︓グリッドがない場合

• フォーム内にグリッドを含まないが項目属性を持つ Web パネル

インタラクティブ画面/Web パネル

AttractionId AttractionName CountryId CityId …

1 ルーブル美術館 2 1

2 万⾥の⻑城 3 1

3 エッフェル塔 2 1

ベーステーブル

Parm(in: &AttractionId);
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ベーステーブルを持つ/持たない
Webパネル



611

これまで
ベーステーブルを持つ Web パネル

インタラクティブ画面/Web パネル

AttractionId AttractionName CountryId CityId …

1 ルーブル美術館 2 1

2 万⾥の⻑城 3 1

3 エッフェル塔 2 1

項目属性が利⽤されている
⇒ 暗黙的なFor each(データベース参照)

ここまでで、ベーステーブルを持つ Web パネルを 2 種類⾒てきました。

• 1 つ目のケースは 1 つのグリッドを使⽤したものでした。この場合、グリッドの
ベーステーブルは Web パネルのベーステーブルです。このタイプの Web パネル
の場合、グリッドも、その外側の項目も、⼀緒にナビゲートされ同じベーステー
ブルが⾃動的に判断されます。

• 2 つ目のケースはグリッドを含まず、項目属性を含むものでした。この場合、
Web パネルのベーステーブルは項目属性だけで判断されます。
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ここから
ベーステーブルを持たない Web パネル

インタラクティブ画面/Web パネル

項目属性が利⽤されていない。例︓変数のみ
⇒暗黙的For eachなし

ここで、ベーステーブルを持たない Web パネル、つまりデータベースへの問い合わ
せが自動的にプログラミングされない Web パネルを⾒ていきます。

最も分かりやすい例が、データベースに対する問い合わせがまったくない場合です。
たとえば、スライドに示した Web パネルは、ユーザーにデータを求め、ほかのオブ
ジェクトを呼び出しただけでした。

このようなとき⾃動的なデータベース参照はありません。

データベースに対する特殊な問い合わせや、CSVファイルを読み込むなど、
開発者がプログラミングによりデータを画面への表示する必要がある場合があります。

そのようなとき「ベーステーブルなし」のWEBパネルで実現することができます。
（CSV、エクセルファイル、WEBサービスの内容をSDTに割り当てた上で、

WEBパネルにＳＤＴを配置するというやり方もありますが、このコースでは
取り扱いません。）
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ここから
ベーステーブルを持たない Web パネル

インタラクティブ画面/Web パネル

項目属性が利⽤されていない。例︓変数のみ
⇒暗黙的For eachなし

ここで、ベーステーブルを持たない Web パネル、つまりデータベースへの問い合わ
せが自動的にプログラミングされない Web パネルを⾒ていきます。

最も分かりやすい例が、データベースに対する問い合わせがまったくない場合です。
たとえば、スライドに示した Web パネルは、ユーザーにデータを求め、ほかのオブ
ジェクトを呼び出しただけでした。

このようなとき⾃動的なデータベース参照はありません。

データベースに対する特殊な問い合わせや、CSVファイルを読み込むなど、
開発者がプログラミングによりデータを画面への表示する必要がある場合があります。

そのようなとき「ベーステーブルなし」のWEBパネルで実現することができます。
（CSV、エクセルファイル、WEBサービスの内容をSDTに割り当てた上で、

WEBパネルにＳＤＴを配置するというやり方もありますが、このコースでは
取り扱いません。）
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前項で⾒てきたベーステーブルを持つ Web パネルは、「ベーステーブルなし」で
実装することも可能です。

観光名所の⼀覧をグリッドに配置していた項目属性を変数に変更します。

イベント内で、AttractionId 項目属性を渡す呼び出しを &AttractionId 変数を渡す
呼び出しに変更します。

例︓ベーステーブルを持たない Web パネル への変更

インタラクティブ画面/Web パネル

グリッドの項目属性⇒変数

イベントの項目属性⇒変数 プロパティの項目属性⇒変数
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インタラクティブ画面/Web パネル

AttractionId AttractionName CountryId CityId …

1 ルーブル美術館 2 1

2 万⾥の⻑城 3 1

3 エッフェル塔 2 1

Load イベント 1 回のみ
Refresh イベント

明示的
問い合わせ＋
出⼒コマンド

Load

Load
Load

コマンド

変数のみ
（ベーステーブルなし）

例︓ベーステーブルを持たない Web パネル への変更

コマンド

コマンド

変数のみがある場合、Attraction テーブルとその拡張テーブルをナビゲートし、
レコードごとにグリッドに明細⾏をロードする必要があることを GeneXus はどの
ように判断するのでしょうか。

実際には、GeneXus にその判断はできません。このグリッドのロードは、項目属性
を使⽤した場合のように⾃動的には⾏われません。
つまり、各レコードが処理されるような Load イベントは実⾏されないということ
です。問い合わせ処理がないので、もはや問い合わせ結果すらないからです。

Load イベントはトリガーされますが、Refresh の後に 1 回のみで、データベース
へのアクセスはありません。
この Load イベントのトリガー時にグリッドがロードされるように手動でプログラ
ミングを⾏う必要があります。

データベース (この例では Attraction テーブル) へのアクセスを明示的にリクエスト
する必要があります。毎回、明細⾏がロードされることを指示する必要があります。

グリッド上に新しい明細⾏を出⼒するには、Load コマンドを使います (Load イベ
ントではありません。コマンドです)。明細⾏の各カラムには、このコマンドが⾏わ
れた時点で変数に格納されている値が挿⼊されます。この Load コマンドは Load 
イベントでのみ記載が可能です。Load イベントで、Load コマンドが実⾏される
都度、グリッドに⾏が挿⼊されます。
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インタラクティブ画面/Web パネル

例︓ベーステーブルを持たない Web パネル への変更

（重要）
Loadイベントの
Loadコマンドは
グリッドに明細⾏を
出⼒するコマンド

Load イベント内で、For each を使⽤して Attraction テーブルへのアクセスをプロ
グラミングします。ここで Order 節を指定します。データが満たす必要がある条件は
Where 節で指定します。フィルタに適合する各レコードについて、グリッド変数に
その観光名所の値をロードします。すべての変数がロードされたら、Load コマンド
を使⽤して、これらの値でグリッドに明細⾏を追加します。
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ベーステーブルを持たない Web パネルのナビゲーションのリストを確認すると、
Load イベントにナビゲーションを示す For each があることが分かります。

インタラクティブ画面/Web パネル

例︓ベーステーブルを持たない Web パネル への変更
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まとめ

• Web パネル内のグリッド (ベーステーブルを持つ)

インタラクティブ画面/Web パネル

ベーステーブル ≒ For each
Order
Where

Start
Refresh
Load (n 回)

ベーステーブルを持つ Web パネルの場合、Web パネルを開くと Start イベントが
実⾏され、その直後に Refresh イベントが続き、その後、ベーステーブルへのアク
セスが⾃動的に⾏われました。グリッドの [Conditions] プロパティに従ってフィル
タリングが⾏われ、グリッドの [Orders] プロパティの項目属性に従って並べ替えが
⾏われました。これは、暗黙の For each と考えることができます。開発者が何もし
なくても GeneXus が内部で配置するものです。レコードが明細⾏としてグリッドに
ロードされるときは、ロード前に Load イベントが実⾏されます。これが、このスラ
イドの例ではグリッドにロードされる明細⾏の数だけ Load イベントがトリガーさ
れる理由です。
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まとめ

• Web パネル内のグリッド (ベーステーブルを持たない)

インタラクティブ画面/Web パネル

Start
Refresh
Load (1 回のみ)

For each
Order
Where

Load コマンド

これに対して、Web パネルにベーステーブルがない場合、グリッドには変数のみが
あり、暗黙の For each はありません。

Web パネルを開くと、Start イベントと Refresh イベントが実⾏されるのは同じで
すが、Load は 1 回のみ実⾏されます。データベースにアクセスして情報を取得する
必要がある場合は、このイベント内で明示的に⾏う必要があります。つまり、ここで
For each を記述し、Order 節と Where 節を使⽤します。各明細⾏のロードには、
1 ⾏ずつ明示的に Load コマンドを使⽤します。
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レスポンシブWEBデザイン
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最後に、GeneXus で設計したアプリケーションでは、画面のサイズに応じて、
画面上の情報が⾃動的に調整されることに触れておきます。たとえば、Work With 
パターンによって作成された Work With Attractions を、ノート PC の画面と⼀致
するフルサイズのブラウザーで実⾏しているとします。

ここで、ブラウザーのウインドウサイズを縮小したらどうなるでしょうか。右側から
縮小した場合、ある時点から、観光名所とアクションのみがグリッドに表示されるよ
うになります。さらに縮小すると、左側の列が表示されなくなります。モバイル端末
でブラウザーからアプリケーションを実⾏した場合はこのような表示になります。

レスポンシブ Web デザイン

インタラクティブ画面/Web パネル
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WWAttractionsFromScratch オブジェクトを確認すると、何もしなくても⾃動的に
調整されていることが分かります。

画面上部の変数を⾒ると、左側にラベルがあり、対応する変数コントロールまで⼀定
の幅があります。
画面を縮小すると、ラベルが上になり、変数コントロールの幅は、セルの全体を占め
るようになります。

レスポンシブ Web デザイン

インタラクティブ画面/Web パネル

ラベル
ラベル
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レスポンシブ Web デザイン

インタラクティブ画面/Web パネル

この動作を実現するには、Web Form でレスポンシブテーブルを使⽤します。この
トピックについてはこのコースでは詳細を省きますが、Web パネルでフォーム内の
[&CountryId] コントロールを選択すると、その上 (スライド赤い枠) にテーブル
コントロールがあることが分かります。これが [MainTable] です。クリックすると、
このテーブルのプロパティに、レスポンシブサイズに関連する [Responsive Sizes] 
プロパティが含まれることが分かります。ここをクリックします。



624

レスポンシブ Web デザイン

インタラクティブ画面/Web パネル

[レスポンシブサイズ] ウインドウ上にメインテーブルに挿⼊されているコントロール
が表示されます。その⼀部、2.1 のテーブル (&AttractionNameFrom 変数と
&AttractionNameTo 変数があるもの) や 3.1 のグリッドには、その内側にもコント
ロールがあります。

画面サイズを選択できるコンボボックスもあります。現在は [中] サイズになって
います。[小] または [極小] を選択します。
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値が変わります。

[極小] の画面では、&CountryId のラベルが幅全体を占め、変数コントロール⾃体も
幅の 100% を占めます。実⾏時にラベルが変数の上に表示されたのはこのためです。

レスポンシブ Web デザイン

インタラクティブ画面/Web パネル
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ここで [中] サイズを選択すると、ラベルが幅の 25%、変数コントロールが 100% 
まで残りを占めることが分かります。

これは、実⾏時の状況と合致しています。また、特定の画面サイズで特定のコント
ロールを非表示にできる [Visible] プロパティもあります。

これによって、フォームが展開される画面のサイズに応じて、表示するコントロール
を実⾏時に⾃動調整できます。

これをレスポンシブ Web デザインと言います。ここでは概要のみを示しました。

レスポンシブ Web デザイン

インタラクティブ画面/Web パネル
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フリースタイルグリッド
コントロール
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Web パネルについては、まだ学ぶことがたくさんあります。

たとえば、Web パネルにグリッドがないか、1 つだけグリッドがある場合、
GeneXus は、暗黙のベーステーブルが関連付けられているかどうかを判断する項目
属性をどこで⾒つけるのでしょうか。また、そこに項目属性を表示する場合、どの
ような基準を満たしている必要があるでしょうか。For each の場合と同じで、拡張
テーブルに属している必要があると推測できます。

複数のグリッドを並列またはネストさせた Web パネルの実装も可能です。
For each の並列またはネストと同様です。

追加情報

• Web パネルのグリッドの有無
o ⾃動ベーステーブル?

• 複数のグリッドを持つ Web パネル

インタラクティブ画面/Web パネル

並列 ネスト
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ネストされた For each の暗示的フィルタ

多

1

並列の For each ネストされた For each

独⽴した
ナビゲーション

関連する
ナビゲーション?

ネストされた For each /関連情報のリスト表示

どのようにして GeneXus は開発者の記述なしでフィルタを判断したのでしょうか?
これは、For each コマンドをどう記述するかによって決まります。

2 つの For each コマンドが順に記述されている場合 (スライド左側)、これらの
コマンドは相互に独⽴しています。

⼀方、1 つの For each コマンドの中にもう 1 つ For each コマンドが記述されて
いる場合 (スライド右側)、1 つ目のナビゲーションの各レコードに対して、2 つ目
のナビゲーションのレコードセット (結果集合) を参照できます。

ネストされた For each コマンドを記述すると、GeneXus は、各 For each コマンド
に対してナビゲートされるベーステーブルを決定し、これらのテーブル間の関連を
確認します。
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